
 

 

 

  

絆を深めるとは よりよい人間関係を築くには 
 

明日からいよいよ山の学習です。ようやく秋

の空気に包まれ、過ごしやすい気候に。先週は

体育館でファイヤーの練習。楽しみ、ドキドキ

がさらに増した５年生です。 

テーマに「仲間と協力して」とあります。こ

れは当たり前ですね。問題は、「絆を深めよう」

です。11日（月）に引率指導するスタッフで打

ち合わせをした際、私から「『絆を深める』は

難しい」、「どうなったら深めた、と言えるのか？」と話しました。 

「スタンツ楽しみ」「お風呂がわくわく」「カレーちゃんとできるか

なあ？」と目が輝きます。中には、「薪割やってみたい」と言う子も。

テレビなし、ゲームや動画視聴なし、家から離れ全ては自分たちで協

力して生活しなければなりません。学習指導要領「特活編」では、 

(4) 遠足・集団宿泊的行事 

自然の中での集団宿泊活動などの平素と異なる生活環境にあって、

見聞を広め、自然や文化などに親しむと

ともに、よりよい人間関係を築くなどの集団生活の在り方や公衆道

徳などについての体験を積むことができるようにすること・・とあり

ます。安全・安心を最優先

にして以下、共通理解を。 

① 時間が押すなら、プ 

 ログラムを変更する。 

② できたことをほめ、できないことは持ち帰り課題に 

まずは、全員が元気に下山して、帰宅すること。そし

て、自分には、「いいところがある」「必要とされてい

る」、さらに「あの子ってすごいなあ」と発見を期待し

ています。私たち教職員も一人一人の成長を見逃しま

せん。家に帰ったら、ギュッとお願いしますね。 

小久井農場様より炊飯用

にお米をいただきくなど、多

く方々のご協力に感謝です。

「私が薪割りした焚き木使

ってね、みんなでおいしいカ

レーができたんだよ。」と。 

竜美丘スタイル  
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